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日野の環境日野の環境･･エネルギーエネルギー･･安全安全
に関する取り組みに関する取り組み

20062006年年66月月1414日日
日野自動車株式会社日野自動車株式会社
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商用車を取り巻く社会情勢

商用車を取り巻く

社会情勢

商用車を取り巻く商用車を取り巻く

社会情勢社会情勢

ユーザのニーズユーザのニーズユーザのニーズ

事故防止
安全運転

経費節減

低燃費
低コスト

取り扱い易さ

安全な車両

耐久性

サービス向上

迅速な
サ－ビス

社会のニーズ社会のニーズ社会のニーズ
都市環境改善

交通事故撲滅

地球環境保護

オゾン層の保護

騒音低減

地球温暖化防止
（省エネ、CO2削減）

排出ガス低減

工場の環境保全

事故ゼロ

燃料情勢燃料情勢燃料情勢石油価格高騰 石油代替燃料

GTL

DME

バイオ燃料

CNG

代替エネルギ
H2燃料電池
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環境

都市環境

・大気汚染
ＮＯｘ・ＰＭ等

・騒音・振動

・CO2地球温暖化
・オゾン層破壊
・酸性雨
・リサイクル

地球環境

低排出ガス化・低CO2化のニーズが高まっている。低排出ガス化・低低排出ガス化・低CO2CO2化のニーズが高まっている。化のニーズが高まっている。
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エネルギー

ユーザの経営環境

５年連続低下（’00年対比△４％）

運 賃

2,500億円/年
の負担増加

軽油価格

軽
油
ロ
ー
リ
ー
価
格

（
平
均
）
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79.0

24%ｱｯﾌﾟ

出典：全ト協「広報トラック」
05年10月1日号による

・10年以上にわたる物流量の低迷、運賃の
低下、競争激化。

・ 直近では、原油価格高騰に伴う軽油価格
のアップで、事業者の経費負担が増加。

エネルギー消費効率向上のニーズが高まっている。エネルギー消費効率向上のニーズが高まっている。エネルギー消費効率向上のニーズが高まっている。

有限の石油燃料

出展：財団法人エネルギー総合工学研究所ホームページより
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安全

運送業界の経営者の安全意識が高まっている。運送業界の経営者の安全意識が高まっている。運送業界の経営者の安全意識が高まっている。

全事故

トラックが関与した事故

死亡者

負傷者

死亡者

負傷者
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死亡者

負傷者

負傷者

死亡者

全事故

トラックが関与した事故

年度

死者数減少、負傷者数は
横ばい～やや増加

安全運航に対する
要求の高まり
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環境・エネルギー・安全に対する日野の基本理念

日野自動車の日野自動車の

環境と安全に対する環境と安全に対する

基本理念基本理念

環境
ゼロエミッションの実現

環境環境
ゼロエミッションゼロエミッションの実現の実現

エネルギー
エネルギー消費効率向上の追求

エネルギーエネルギー
エネルギー消費効率向上の追求エネルギー消費効率向上の追求

安全
事故ゼロの実現

安全安全
事故ゼロの実現事故ゼロの実現
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環境・エネルギー・安全に対する日野のアプロ－チ

＋＋

商品の開発商品の開発商品の開発 お客様サポートお客様サポートお客様サポート

・省燃費運転
・環境規制情報
・安全運転指導
・・・

講習・試乗

お客様テクニカルセンター

・DPR
・DPNR
・ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞEGR

・・・

低排出ｶﾞｽ

・低燃費ｴﾝｼﾞﾝ
・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ
・ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾏｽﾀｰ

・・・

低燃費

環境・エネルギー・安全のフロントラン

ナーとして、規制にとらわれず環境改

善、安全性向上に有効な技術は積極

的に製品化し、市場展開する。

・ｸﾘｱﾋﾞｭｰﾋﾟﾗｰ
・VSC
・PCS

・・・

安全
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排出ガス低減への取り組み
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排出ガス低減に対する考え方

目目 標標

◆◆ エンジン本体を徹底的にクリーン化エンジン本体を徹底的にクリーン化

◆◆ 後処理は小型・軽量・コンパクト、取り扱い容易後処理は小型・軽量・コンパクト、取り扱い容易

◆◆ 世界のデファクトスタンダードへ世界のデファクトスタンダードへ

究極のクリーンディーゼルの

実現と普及を目指す

究極のクリーンディーゼルの究極のクリーンディーゼルの

実現と普及を目指す実現と普及を目指す
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ディーゼルトラックの排出ガス規制への対応

年 2003 2004 2005 2006

規制

大型 ★★★★ ← ← 新長期

中型 ★★★★ ←
（HV車：新長期ﾚﾍﾞﾙ)

新長期 ←

小型
★★★★

(HV車：新長期ﾚﾍﾞﾙ)
← ← 新長期

新短期規制新短期規制 新長期規制

GVW≦12t

新長期規制

GVW≦12t
GVW

＞12t

GVW

＞12t

注） ★★★★ ：PM新短期-85%（新長期レベル）の超低PM車
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ゼロエミッション

の実現へ

ゼロエミッションゼロエミッション

の実現への実現へ

日野独自の先進技術によるクリーン化を実現

～長期
～1998年

～長期
～1998年 新短期

2003年

新短期

2003年 新長期

2005年

新長期

2005年

44ﾂﾂ☆☆ののEGREGR強化と強化と
制御最適化で対応制御最適化で対応

世界初世界初

ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾙｽEGREGR
世界初世界初

DPRDPRを商品化を商品化

NOxNOxNOx

ＰＭＰＭＰＭ PMをゼロレベルに！

ナノ粒子も大幅に低減

PMPMをゼロレベルに！をゼロレベルに！

ナノ粒子も大幅に低減ナノ粒子も大幅に低減

DPRｸﾘｰﾅ
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ECU

新開発の電子制御新開発の電子制御新開発の電子制御

エンジン本体を更にクリーン化
・高効率大量EGR

・新高圧ｺﾓﾝﾚｰﾙと新燃焼室による

新クリーン燃焼

エンジン本体を更にクリーン化エンジン本体を更にクリーン化

・高効率大量・高効率大量EGREGR

・新高圧ｺﾓﾝﾚｰﾙと新燃焼室による・新高圧ｺﾓﾝﾚｰﾙと新燃焼室による

新クリーン燃焼新クリーン燃焼

DPR+新NOx触媒DPR+DPR+新新NOxNOx触媒触媒

ポスト新長期規制対応技術（DPRをベースに開発中）

新後処理新後処理

◆◆ エンジン本体を徹底的にクリーン化エンジン本体を徹底的にクリーン化

◆◆ 後処理は小型・軽量・コンパクト、取り扱い容易後処理は小型・軽量・コンパクト、取り扱い容易
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燃費改善への取り組み
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１１．長距離走行トラック・バス．長距離走行トラック・バス

低燃費ディーゼル車低燃費ディーゼル車低燃費ディーゼル車

２２．都市内及び周辺走行トラック・バス．都市内及び周辺走行トラック・バス

観光地（国立公園等）バス観光地（国立公園等）バス

ハイブリッド車ハイブリッド車ハイブリッド車

燃費改善の基本方針
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軽量化
（積載容積同等）

軽量化
（積載容積同等）低燃費車両制御低燃費車両制御

低燃費エンジン
（+ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ）
低燃費エンジン
（+ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ）

走行抵抗低減
（空気抵抗、ころがり抵抗）

走行抵抗低減
（空気抵抗、ころがり抵抗）

超低燃費ディーゼル車超低燃費ディーゼル車

低燃費ディーゼル車の開発
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新低燃費エンジン

◆◆大排気量エンジンを小排気量の新低燃費エンジンで置換大排気量エンジンを小排気量の新低燃費エンジンで置換

◆◆燃費化と同時に機種数削減による開発・製造コストの低減を実現燃費化と同時に機種数削減による開発・製造コストの低減を実現

排気量13ﾘｯﾄﾙの
新低燃費エンジン

排気量13ﾘｯﾄﾙの
新低燃費エンジン

トラックからトラクタまで
360～520PSの広い
出力範囲をカバー

トラックからトラクタまで
360～520PSの広い
出力範囲をカバー

出力

PS

400

500

300
2000年 2006年

（現状）

13L-TI

11LーTI

20、21L

新

13L-TI

11L=TI

17L-TI

E13CE13C型ｴﾝｼﾞﾝ型ｴﾝｼﾞﾝ
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現状

トヨタとのトヨタとの
部品共通化推進部品共通化推進

世界初ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ（世界初ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ（HIMR)HIMR)
ニッケルニッケル--水素水素
バッテリ採用バッテリ採用19901990

日野ハイブリッド車の取り組み

1991年1991年
19951995

20002000
20052005

第一世代第一世代第一世代

第二世代第二世代第二世代

第三世代第三世代第三世代

次世代
更なる低燃費

小型・軽量・低コスト

次世代次世代
更なる低燃費更なる低燃費

小型・軽量・低コスト小型・軽量・低コスト

開発中開発中

第四世代第四世代第四世代
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◆◆更なる低燃費化更なる低燃費化

・新型バッテリー・新型バッテリー

・新型モータ・新型モータ

・各種の走行条件にマッチした新制御・各種の走行条件にマッチした新制御

◆◆ハイブリッドシステムの小型・軽量化ハイブリッドシステムの小型・軽量化

◆◆低コスト化の実現低コスト化の実現

次期小型ハイブリッドトラック
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車両の安全性向上

への取り組み
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日野は商用車メーカとして
「事故ゼロ」の安全社会に向けて

積極的に貢献してゆく

・「人」、「車両」 、「道路」の総合的な観点で

安全対策を推進する。

・まずは「車両」 を最重点課題として取り組む。

車両の安全性向上の基本方針
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③③乗用車との正面衝突乗用車との正面衝突

大型トラック

②②歩行者事故（夜間・道路横断中）歩行者事故（夜間・道路横断中）

大型トラック

①①追追 突突

大型トラック

大型トラック ④④歩行者・自転車事故（交差点）歩行者・自転車事故（交差点）

小型トラック

左折

右折

安全性向上の重点課題
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イージスキャブ

大型リアバンパー

フロントアンダーラン
プロテクター

イージスキャブ
の進化

セーフティアイ

スキャニングクルーズ

ディスチャージ
ヘッドランプ

ＡＢＳ リターダー

ロールスタビリティ
アシスト

車線逸脱
警報装置

左後側方補助カメラ
タイヤ空気圧

モニター

ハイファンクション
シートエアサスキャブ

ＥＳスタート 乗り心地向上

衝
突
安
全

予
防
安
全

直進安定性向上
プロシフト

ＶＳＣ

ＰＣＳ

2000 2005

前照灯の
地上高低減

★

★

★

大型トラック

★

★
★

★

技術開発の経緯（大型トラック）

年

商用車
世界初

★日本初
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イージスキャブ
大型リアバンパー

ディスチャージ
ヘッドランプ

ＡＢＳ

フロント独サス

ＥＳスタート

衝
突
安
全

予
防
安
全

ＡＴ

セーフティ
ワイドビューミラー

クリアビュー
ピラー

アスフェリカル
ミラー

★

★

小型トラック

2000 2005

★日本初

技術開発の経緯（小型トラック）

年
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お客様テクニカルセンター

（お客様のサポート）
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お客様テクニカルセンター：設立の狙い

“いつでも、乗って、学んで、試して”
省燃費運転・安全運転などの講習が
一貫して体得できる専用施設が必要。

“いつでも、乗って、学んで、試して”
省燃費運転・安全運転などの講習が
一貫して体得できる専用施設が必要。

お客様の要望にあわせて講習を実施したい。
お客様に日野車の上手な使い方を知ってもらいたい。

それらにより、メーカーとして低公害、低燃費、事故撲滅に貢献したい。

お客様の要望にあわせて講習を実施したい。
お客様に日野車の上手な使い方を知ってもらいたい。

それらにより、メーカーとして低公害、低燃費、事故撲滅に貢献したい。

日本初、メーカー直営のお客様専用施設

『お客様テクニカルセンタ－』 を設立
羽村テストコース内にて最高のスタッフが

最新の技術と情報を提供

日本初、メーカー直営のお客様専用施設

『お客様テクニカルセンタ－』 を設立
羽村テストコース内にて最高のスタッフが

最新の技術と情報を提供



27

まとめ
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まとめ

１．環境・エネルギー・安全に対し、フロントランナーとして業
界を先導すべく、社の最優先課題として取り組んでゆく。

２．環境・エネルギーについては、排出ガス対策と低燃費の
両立を図るため、ディーゼル車の燃費改善とともにハイ
ブリッド車の普及拡大を積極的に推進する。

３．安全については、今後も技術開発・実用化を継続し、
より安全な車、安全な社会の実現をめざす。
また、設定車型の拡大、標準装着化の促進により安全
装備の普及を進める。

４．日野車の性能を最大限活用いただけるようお客様をサ
ポートし、低公害、低燃費、事故撲滅を促進する。
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


